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(57)【要約】
　本発明は、トリガスイッチの操作及び作業装置（１）
の加速度の検知が行われるデータ収集ユニット（２４）
を備えた手持ち式の作業装置（１）の作動方法に関する
。手持ち式の作業装置（１）の操作の更なる簡素化及び
改善の少なくとも一方を行うため、トリガスイッチを操
作してから所定期間が経過するまでの間、作業装置（１
）の加速度が加速度閾値を超えたか否かを監視すること
により、作業装置（１）の作動中における、正常点火と
点火不良との少なくとも一方を検知する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トリガスイッチの操作及び作業装置（１）の加速度の検知が行われるデータ収集ユニッ
ト（２４）を備えた手持ち式の作業装置（１）の作動方法において、トリガスイッチを操
作してから所定期間が経過するまでの間、前記作業装置（１）の加速度が加速度閾値を超
えたか否かを監視することにより、前記作業装置（１）の作動中における、正常点火また
は正常作動と、点火不良または作動不良との少なくとも一方を検知することを特徴とする
手持ち式の作業装置の作動方法。
【請求項２】
　前記作業装置（１）の加速度が前記加速度閾値を超えた場合に、正常点火または正常作
動であると推定することを特徴とする請求項１に記載の手持ち式の作業装置の作動方法。
【請求項３】
　前記作業装置（１）の加速度が前記加速度閾値に達することができなかった場合に、点
火不良または作動不良と推定することを特徴とする請求項１または２に記載の手持ち式の
作業装置の作動方法。
【請求項４】
　前記所定期間内における加速度の変化特性を検出することを特徴とする請求項１～３の
いずれかに記載の手持ち式の作業装置の作動方法。
【請求項５】
　前記所定期間内における加速度が、正常な作動に対応する変化特性を示す場合に、正常
点火または正常作動であると推定することを特徴とする請求項４に記載の手持ち式の作業
装置の作動方法。
【請求項６】
　前記所定期間内における加速度が、正常な作動に対応する変化特性を示さない場合に、
点火不良または作動不良と推定することを特徴とする請求項４または５に記載の手持ち式
の作業装置の作動方法。
【請求項７】
　正常点火または正常作動の回数と、点火不良または作動不良の回数との少なくとも一方
を保管することを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の手持ち式の作業装置の作動
方法。
【請求項８】
　正常点火または正常作動の回数と、点火不良または作動不良の回数との少なくとも一方
を前記作業装置（１）に表示することを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載の手持
ち式の作業装置の作動方法。
【請求項９】
　正常点火または正常作動の回数と、点火不良または作動不良の回数との少なくとも一方
を、要求時または周期的に、表示もしくは出力し、または表示すると共に出力することを
特徴とする請求項１～８のいずれかに記載の手持ち式の作業装置の作動方法。
【請求項１０】
　正常点火または正常作動の回数と、点火不良または作動不良の回数との少なくとも一方
を、遠隔データ伝送を介して出力することを特徴とする請求項１～９のいずれかに記載の
手持ち式の作業装置の作動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、トリガスイッチの操作及び作業装置の加速度の検知が行われるデータ収集ユ
ニットを備えた手持ち式の作業装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、取り付け用打撃パルスを発生させる作動機構が内部に設けられた手持
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ち式の作業装置が開示されており、この作業装置は、取り付け用打撃パルス発生の際に生
じる加速力を検知するために用いられる少なくとも１つのセンサ装置と、例えばトリガス
イッチに連結することにより、実際の点火の過程を検知できるようにした識別装置とを有
している。また、特許文献２には、もう１つの手持ち式の作業装置が開示されており、こ
の作業装置は、加速度センサなどのセンサ装置と、作業装置のトリガスイッチに接続され
たコントローラとを有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】独国特許出願公開第１０３０３００６号明細書
【特許文献２】独国特許出願公開第１０２００８０００９７３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、トリガスイッチの操作及び作業装置の加速度の検知が行われるデータ
収集ユニットを備えた手持ち式の作業装置において、操作の更なる簡素化及び改善の少な
くとも一方を行うことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　このような目的は、トリガスイッチの操作及び作業装置の加速度の検知が行われるデー
タ収集ユニットを備えた手持ち式の作業装置の作動方法において、トリガスイッチを操作
してから所定期間が経過するまでの間、前記作業装置の加速度が加速度閾値を超えたか否
かを監視することにより、前記作業装置の作動中における、正常点火または正常作動と、
点火不良または作動不良との少なくとも一方を検知することで達成される。作業装置は、
燃料ガスまたは火薬を用いて作動する、固定具打ち込み用の手持ち式作業装置であるのが
好ましい。即ち、手持ち式作業装置は、燃料式、または火薬式の固定具打ち込み装置また
は固定具押し込み装置とすることができる。燃料ガスは作動装置内の燃焼室に供給され、
燃焼室内において可燃性混合気が点火されることにより、好ましくは打ち込み用ピストン
を介して間接的に、ボルトまたは釘といった固定具が対象部材に打ち込まれる。作業装置
の作動は、点火の不良により、好ましくない形で阻害されることがある。また、作業装置
は、電気エネルギを用いる機構、即ち、作業装置内に設けられた充電式バッテリからの電
気エネルギを用いる機構により作動するものもある。この場合は、バネまたはフライホイ
ールといったエネルギ蓄積機構が、内部に蓄積したエネルギを、好ましくは打ち込み用ピ
ストンを介して間接的に、固定具に向けて急激に放出するようになっており、このエネル
ギ蓄積機構は、トリガスイッチの操作により、バッテリ駆動式の電動モータを用いてエネ
ルギが与えられる。このような機構に問題が生じた場合にも、作業装置の作動が阻害され
ることになる。
【０００６】
　本発明に係る方法により、作動中の作業装置における点火不良の比率または作動不良の
比率を、容易に検出、判定、監視または記録することが可能となる。これにより、作業装
置の作動状況や使用者の行為の効果的な監視が可能となる。点火不良の比率または作動不
良の比率をオンラインで監視することにより、作用装置の内部に適切な処置を施して、点
火不良または作動不良の抑制を作用装置の内部で行うことも可能である。
【０００７】
　本発明に係る方法の好ましい態様は、前記作業装置の加速度が前記加速度閾値を超えた
場合に、正常点火または正常作動であると推定することを特徴とする。加速度閾値に関す
る値は、例えば適合するコントロールユニットなど、作業装置の内部に設定または保管す
るのが好ましい。
【０００８】
　本発明に係る方法のもう１つの好ましい態様は、前記作業装置の加速度が前記加速度閾
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値に達することができなかった場合に、点火不良または作動不良と推定することを特徴と
する。点火不良または作動不良の原因を、加速度閾値に関連付けて、実際に検出された加
速度から推定するようにしてもよい。
【０００９】
　本発明に係る方法のもう１つの好ましい態様は、前記所定期間内における加速度の変化
特性を検出することを特徴とする。所定期間内における加速度の変化特性から、点火不良
または作動不良の原因を、より効果的に推定することができる。
【００１０】
　本発明に係る方法のもう１つの好ましい態様は、前記所定期間内における加速度が、正
常な作動に対応する変化特性を示す場合に、正常点火または正常作動であると推定するこ
とを特徴とする。この変化特性は、例えば作業装置の開発の際に実験及び調査を行うこと
によって決定し、作業装置の内部メモリに保管するようにしてもよい。
【００１１】
　本発明に係る方法のもう１つの好ましい態様は、前記所定期間内における加速度が、正
常な作動に対応する変化特性を示さない場合に、点火不良または作動不良と推定すること
を特徴とする。変化特性からの逸脱状態に応じ、作業装置の内部に様々な対策を効果的に
施すことができる。
【００１２】
　本発明に係る方法のもう１つの好ましい態様は、正常点火または正常作動の回数と、点
火不良または作動不良の回数との少なくとも一方を保管することを特徴とする。このよう
な情報は、例えば作業装置に対するメンテナンス作業を最適に行うために利用することが
できる。
【００１３】
　本発明に係る方法のもう１つの好ましい態様は、正常点火または正常作動の回数と、点
火不良または作動不良の回数との少なくとも一方を前記作業装置に表示することを特徴と
する。それぞれの回数を、作業装置に明確に表示するようにしてもよい。また、様々な色
のバーもしくは領域、または図もしくはグラフの形で、作業装置の外面に、それぞれの回
数またはそれぞれの回数の１つを、視覚的に表示するようにしてもよい。このような情報
は、例えば作業装置にメンテナンス作業を行う必要があることを、作業装置の使用者に通
知するために用いることができる。
【００１４】
　本発明に係る方法のもう１つの好ましい態様は、正常点火または正常作動の回数と、点
火不良または作動不良の回数との少なくとも一方を、要求時または周期的に、表示もしく
は出力し、または表示すると共に出力することを特徴とする。それぞれの回数は、例えば
作業装置を作動させたときに表示させてもよい。作業装置の検査を行う際、または作業装
置のメンテナンス作業を行う前に、それぞれの回数が出力または表示されるようにすると
特に有用である。
【００１５】
　本発明に係る方法のもう１つの好ましい態様は、正常点火または正常作動の回数と、点
火不良または作動不良の回数との少なくとも一方を、遠隔データ伝送により出力すること
を特徴とする。このために、例えば作業装置には、無線送受信ユニットとアンテナとを有
して、無線ネットワークによるデジタル遠隔データ伝送を行うための遠隔データ伝送装置
を設けるようにしてもよい。これら無線送受信ユニット及びアンテナは、位置に依存する
ことなく集中管理室と情報交換を行うべく、作業装置内のコントロールユニットに接続さ
れている。例えば、このような遠隔データ伝送は、上述した特許文献２に示されている。
【００１６】
　本発明の、更なる効果、特徴、及び詳細構成は、図面に基づいて以下に詳述する様々な
実施形態の説明から明らかとなる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
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【図１】本発明に係る作業装置の概要を断面で示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　図１は、本発明に係る固定具取り付け用の作業装置１を簡略化して示す図であり、作業
装置１はハウジング２を有している。作業装置１は、固定具を打ち込む際に保持すること
が可能なハンドル４を有した手持ち式の固定具打ち込み工具１として構成されており、ト
リガスイッチ３の操作により、固定具が固定具案内端部５から固定具打ち込み工具１の外
に出て、対象部材に打ち込まれるようになっている。
【００１９】
　使用する固定具は、固定具打ち込み工具１の固定具案内端部５近傍に取り付けられた内
装式のマガジン６を介して供給されるのが好ましい。固定具は、マガジン６から自動的に
取り出され、固定具案内端部５に供給されるのが好ましい。
【００２０】
　対象部材に固定具を打ち込むために必要なエネルギは、固定具打ち込み工具１の内部に
設けられた燃料容器８に蓄えられる。この燃料容器８は、好ましくは液化燃料ガスを収容
するものであり、従ってガス容器またはガスカートリッジと称する場合もある。
【００２１】
　ガスカートリッジ８は、調整可能または制御可能な調量装置１０、及びガス供給管１１
を介し、燃焼室１２、即ち燃焼用の空間に連通可能となっている。調量装置１０は、燃焼
室に供給されるガスの量を、例えば体積で、または時間に関連付けて制御可能な調量弁を
備えているのが好ましい。
【００２２】
　燃料、即ち、好ましくは燃料容器８から供給される燃料は、燃焼室１２内で空気と混合
されて可燃性混合気を形成し、ボルトまたは釘といった固定具を対象部材に打ち込むため
に、この可燃性混合気が点火される。打ち込みに必要なエネルギは、燃焼室１２から、例
えば作動ピストン（図示せず）を介し、固定具案内端部５にある固定具に伝達される。
【００２３】
　燃焼室１２内に乱流を生成し、燃焼室１２の掃気及び冷却の少なくとも一方を行うため
に用いられる装置１４が、燃焼室１２内に配設されている。この装置１４は、電動モータ
１８で駆動されるファン１５を備えている。電動モータ１８は、電子制御装置２０によっ
て起動されるようになっている。
【００２４】
　電子制御装置２０は、固定具打ち込み工具１の作動時に検知された作動データまたは計
測値といったデータの取得、保管及び加工処理を行うことが可能なデータ収集ユニット２
４を備えている。また、電子制御装置２０には、接続線２５を介し、センサ装置２６が接
続されている。
【００２５】
　センサ装置２６は、例えばトリガスイッチ３の操作を感知する検出素子を備える。トリ
ガスイッチ３が操作されると、信号伝達線として構成されるのが好ましい接続線２５を介
し、この情報が電子制御装置２０内のデータ収集ユニット２４に伝送される。
【００２６】
　電子制御装置２０には、同じく信号伝達線として構成されるのが好ましいもう１つの接
続線２８を介し、加速度センサ３０が接続されている。この加速度センサ３０は、固定具
打ち込み工具１の作動時に、様々な加速度、具体的には固定具の打ち込み時に生じる加速
度などを検出することが可能な、１以上のセンサからなる。
【００２７】
　具体的には、加速度センサ３０は、固定具が固定具案内端部５から固定具打ち込み工具
１の外に出る方向に沿った作動装置軸線の方向における加速度を検出する。加速度センサ
３０が、加速度の変化特性を検出するように構成される場合には特に効果的である。この
ような目的のためには、複数のセンサが組み合わされて用いられるのが好ましい。
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　加速度センサ３０が検出した加速度または加速度の変化特性に関する情報は、接続線２
８を介し、電子制御装置２０内のデータ収集ユニット２４に伝送される。本発明の本質的
な特徴により、トリガスイッチ３の操作に伴ってセンサ装置２６が検出した操作信号が、
点火不良の比率を求めるために、例えば１５０ｍｓの所定期間として定められる待機時間
の開始に使用される。トリガスイッチ３はトリガと称することもあるが、このトリガスイ
ッチ３が操作されたときの操作信号は、トリガ信号と称することもある。
【００２９】
　待機時間の間、データ収集ユニット２４は待機し、加速度センサ３０が検出した加速度
の信号が生じたか否かを監視する。電子制御装置２０は、データ収集ユニット２４を利用
して、発生した加速度の信号が、調整可能な加速度閾値を超過したか否かを監視または確
認する。
【００３０】
　発生した加速度の信号が、特定の変化特性を有するか否かを監視または確認するのが好
ましく、具体的には、この特定の変化特性に２つ以上の加速度閾値を設け、異なる時点の
それぞれ、または異なる所定期間のそれぞれにおいて、加速度の信号が加速度閾値を超過
したこと、または加速度閾値に到達しなかったことを判定するのが好ましい。
【００３１】
　このような特定の変化特性を有する加速度の信号が待機時間内に生じると、正常点火と
推定することができる。この場合は、正常点火をカウントするためのカウンタを、電子制
御装置２０によってインクリメントするようにしてもよい。また、正常点火に関する情報
は、任意の方法により、内部メモリに保管することも可能である。
【００３２】
　一方、このような加速度の信号が生じなかった場合、即ち、加速度の信号が特定の変化
特性を有していない場合、及び加速度の信号が加速度閾値を超過しない場合の少なくとも
一方では、点火不良と見なすことができる。この場合は、点火不良をカウントするための
カウンタをインクリメントするようにしてもよい。また、点火不良に関する情報も、任意
の方法により、内部メモリに保管することが可能である。
【００３３】
　点火不良または正常点火に関する情報は、固定具打ち込み工具１の使用者や操作者に直
接的に表示するようにして、例えば点火不良の回数が増大した場合に、修理またはメンテ
ナンスの時期であることを示すようにしてもよい。また、点火不良または正常点火に関す
る情報は、周期的に修理センタに出力されるようにしてもよい。更に、点火不良の比率を
遠隔データ伝送によって収集し、一元的に評価するようにすることも可能である。
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